
（別紙３）

～ 令和6年10月18日

（対象者数） 25 （回答者数）
25

～ 令和6年9月25日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

長期休み等を利用しひまわりJOBとの合同支援を行うなど

子どもたちがストレスなくスムーズに移行できるよう取り組

みをします。

2

慌てて間に合わすのではなく、自分の行動のペースを自覚し

間に合うための逆算ができるところまでの完成を目指してい

ます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

自分たちの世代の考え方だけでなく、若い世代の文化や考え

方を柔軟に受け入れができるように心掛け、社会の動きや新

しいことに取り残されないようアンテナを伸ばします。

2

3

○事業所名 放課後等デイサービスひまわり　磐田駅前校

○保護者評価実施期間
令和6年9月20日

○保護者評価有効回答数

令和6年9月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和6年9月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

在籍する職員が５０代の女性ばかりです。意見はまとまりやす

い反面、日々の支援に変化が生まれにくいことが難点です。

同建物内に就労準備型ひまわりJOB磐田駅前校を併設しており

小学校卒業と同時に療育の場がなくなることなく中高生向きの

カリキュラムを受講することが容易です。

また同建物内にパソコン教室も併設しており、療育の中でパソ

コンの知識を習得することもできます。

放課後等デイサービスひまわりに在籍している５，６年生の児

童と保護者に対しひまわりJOBの見学を勧めています。

またひまわりJOBへのステップアップを希望する児童には６年

生の３学期より放課後等デイサービスひまわりとの併用を勧め

卒業後ストレスなくひまわりJOBへの移行ができる様にしてい

ます。

子どもが自主的に時計を見ながら行動できるようになるための

訓練を日々行っています。

①１６時００分集団活動開始の時間②１６時３０分の読書開始

の時間、一日２回の時間集合があります。始めは声掛けが必要

ですがそのうち子ども同士で注意し合うようになり最終的には

全員が時間前に集合することを覚えます。

社会に出る時の第一歩である「時間の厳守」を小学校低学年の

うちに習得するよう力を入れています。

事業所における自己評価総括表公表


